
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

書

・
新
刊
紹
介

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

麥
谷

夫

『
六

隋

敎
思
想

究
』

山

田

俊

京

大
學
人

科
學

究

で
長
年
に
亙
り
日
本
の

敎

究

を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た
麥
谷

夫
氏
（
以
下

）
が
『
六

隋

敎
思
想

究
』
を
刊
行
さ
れ
た
。

の

敎

究
の

幹

と
な
る

敎
敎
理

究
を
軸
に
纏
め
ら
れ
た
待

の

書
で
あ
る
。

本

は
以
下
の

容
か
ら
構

さ
れ
る
。

ま
え
が
き

第
一
部

敎
敎
理
思
想
の
形

第
一

魏
晉
南
北

期
の

家
・

敎
に
お
け
る
氣

第
二

敎

生

論
の
形

と
展
開

第
三

『
老
子
想
爾

』
と

氣
論

第
二
部

敎
敎
理
思
想
の

相

第
一

敎
敎
理
に
お
け
る
天
界

第
二

期

敎
に
お
け
る
救
濟
思
想

第
三

敎
に
お
け
る
眞
父
母
の

念
と
孝

第
三
部

敎
敎
理
體
系
と
佛
敎
敎
理
學

第
一

『

敎
義
樞
』
と
南
北

隋

期
の

敎
敎
理
學

第
二

敎
敎
理
學
と
三
論
學
派
の
論
法

第
三

代
老
子

釋
學
と
佛
敎

第
四

敎

書
と
敎
理
體
系

第
四
部

玄
宗
三
敎
思
想

究

七
四



第
一
部

玄
宗
『

德
眞
經
』

疏
に
お
け
る
「
妙
本
」

第
二
部

玄
宗
と
『

德
眞
經
』

疏
の

第
三
部

玄
宗
と
三
經
御

あ
と
が
き

事
項
索
引

書
名
・
人
名
索
引

本

は

が
理
解
す
る

敎
敎
理
史
の
展
開
、

ち

多
な

素
を
時

の
經

と
と
も
に
重

に
積
み
上
げ
て
き
た
敎
理

の
體
系

（「
ま
え
が
き
」）
の
經
緯
が
投
影
さ
れ
た
構

と
な
っ

て
い
る
。

體

に
は
、

敎
以

の
よ
り
一
般

に
見
ら

れ
る
「
氣
」
の

討
か
ら
始
め
、
そ
れ
が
「

氣
」
へ
と
展
開
す

る
經
緯
を
辿
り
、
其
の
他
の
敎
理

念
と
の
關
わ
り
を
踏
ま
え
な

が
ら
、

敎
敎
理
の
論

を

目

と
す
る

の

討
を
經
て
、

が

敎
敎
理
の
一
應
の
完

時
期
（「
第
二
部
第
一

」）
1
）

と

見
做
す
玄
宗
の
思
想

討
へ
と

む
。
本

が
分
析
す
る
敎
理
の

多
く
は
、
現
在
の
日
本
の

敎
敎
理

究
に
於
い
て
基
本

了
解

事
項
と
し
て

ね
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
る
が
、
以

下
、「

氣
」
を

る
思
想

況
の
推
移
と
佛

思
想
の
交
流
を

軸
に
本

の

容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
部
を

底
す
る
「

氣
」
の

念
は
本

體
の
關
鍵

役

を
果
た
す
。

先
ず
、「

氣
」

念
誕
生
以

の
重

事
例
と
し
て
『
河
上

公

』
の
氣
論
を
指
摘
し
、

家
思
想
と

敎
の
氣
論
の
接
點
に

立
ち
、「

」
が
始
元

な
「
元
氣
」
を
吐
出
し
、
そ
こ
に
萬
物

が
自
生
自

す
る
と
い
う
、
後

ま
で
の
宇
宙
生

論
を
援
用
し

た
も
の
と
位
置
附
け
る
（
一
｜
一
）。
そ
の
後
、
四
世
紀
以
降
に

な
る
と
、「

」
と
「
氣
（
元
氣
）」
を
同
一

元
に
お
い
て
捉
え
、

一
體
性
を

す
る
思
想
が
出
現
す
る
。
こ
う
し
た
「

氣
」
の

念
の
中
か
ら
、
從
來
の
論
で
は
「
元
氣
」
が

っ
て
い
た
役

を
「

氣
」
が

い
、
萬
物
と
「

」
が
「
元
氣
」
な
ど
の
二

な
も
の
を
媒
介
せ
ず
、「

」
そ
の
も
の
の
氣
で
あ
る
「

氣
」

を
介
し
て
直
接

に
關
係
さ
せ
る
立
場
が
現
れ
て
來
る
。
こ
う
し

た
「

氣
」
を

く

の
一
つ
『
老
子
想
爾

』
で
は
「

」

の
神

・
擬
人

が

み
、「

」「

氣
」「
自
然
」「
一
」

「
太
上
老
君
」
を
同
一
の
法
體
の
い
わ
ば
應
身
と
見
做
し
て
い
る
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と
す
る
。（
一
｜
三
）。

こ
の
「

氣
」

念
の

證
は
『
老
子
想
爾

』
の

究

に

入
さ
れ
、
使
用

念
・
語
彙
を
思
想
史

に
分
析
す
る
こ
と

で

纂
時
期
の
議
論
に
決
着
を
つ
け
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
を
目

と
し
た

の
『
老
子
想
爾

索
引
』（

友
書
店
、
一
九
八
五

年
）
刊
行
の
反

が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
讀

は
記
憶
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
六

後

頃
に
生
じ
た
奇
數
系
列
の
生

論
（
一
｜

二
）
を
軸
と
し
た

敎
神
學
の

證
は
、「
九
氣
」
を
軸
と
し
た

天
・
神
・
人
の
一
體

と
、
九
天
の
氣
の
降
下
に
よ
る
人
の
誕
生

の
考
察
へ
と
展
開
し
、
人
を
生
み
出
す
「
受
胎
父
母
」「
眞
父
母
」

と
い
う
二
重
の
「
父
母
」
と
、
そ
れ
に
對
す
る
世
俗
の
孝
と
宗
敎

元
の
孝
と
い
う
興
味
深
い
分
析
を

き
出
し
て
い
る
（
二
｜

三
）。こ

の
「

氣
」
を

る

な
る
推
移
は
第
三
部
以
降
で
考
察
さ

れ
る
。

六

の
佛

論

に
於
い
て
、
形
而
下
の
「
氣
」
を
究
極
と

す
る

敎
は
常

不
滅
の
理
を
體
と
す
る
佛
敎
に
は

ば
な
い
と

い
う
佛
敎
側
の
批

を
受
け
、「

は
理
な
り
」
の
立
場
が
出
現

す
る
。
そ
の
後
、「

は
理
な
り
」
と
い
う
定
義
が
七
世
紀
末
に

は

佛
を
問
わ
ず
廣
く

し
、

佛
論

が
他
の
テ
ー
マ
へ
と

移
行
し
た
こ
と
に

い
、

敎
に
於
け
る
「

は
理
な
り
」
の
役

は

了
し
、
玄
宗
の
『
老
子
』

疏
、
杜
光
庭
『
廣

義
』
で

は

び
「

は
氣
な
り
」
の
立
場
が
復
活
し
て
く
る
と
整
理
す
る
。

「

理
」
を

く
『
玄
門
大
義
』
が

み
ら
れ
な
く
な
っ
た
原

因
の
一
つ
を
こ
う
し
た
思
想

推
移
に
求
め
て
い
る
の
は
、
興
味

深
い
指
摘
と
言
え
よ
う
（
三
｜
一
）。

こ
の
推
移
は
、

玄
英
と
玄
宗
の

釋
を
材
料
に

體

に

證
さ
れ
る
。

「

は
氣
な
り
」
と
い
う
中
國
固
有
の
哲
學
を
反
映
し
た
理
論

が
對
佛
敎
理
論
の
場
で
は
必
ず
し
も
有
利
で
は
な
い
と

し
た

六

後

期
の

敎
の
經
師
た
ち
が
新
た
な
理
論
形

を
試
み
た

例
と
し
て

玄
英
が
紹
介
さ
れ
る
。

玄
英
は
、『
老
子
』
の

く

を
「
妙
本
」
と
「
應

」
と
に
分

し
、「
應

」
を
形
而

下
レ
ベ
ル
で
は
「
元
氣
」
と
見
な
し
、
從
來
の
「

は
氣
な
り
」

と
い
う
解
釋
を
放
棄
せ
ず
に
す
む
餘
地
を

し
た
。「
妙
本
」
と

七
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「
應

」「
元
氣
」
の
關
係
は
、
直
接

な
生

吐
出
關
係
で
は
な

く
、「
從
本
降
迹
」
と
把
握
さ
れ
て
い
る
點
に
特

が
あ
り
、
六

以
來
の

佛
論

の
中
で

敎
側
の

點
と
み
な
さ
れ
た
「

は
氣
な
り
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、「
妙
本

理
」、「
應

氣
」

と
い
う
構

の
中
で
、
整
理
と

點
の
克

が
圖
ら
れ
た
。

玄

英
の
事
例
は
、
六

期
以
來
の
激
し
い

佛
論

の
中
で
、

敎

側
が

の
定
義
を
變
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
す
る
（
三
｜
三
）。

こ
れ
に
對
し
て
、『
玄
宗
疏
』
か
ら
は
、
當
時
『
老
子
』
の
「

法
自
然
」
の
解
釋
と
し
て
、「

」
の
上
位
に
「

無
」「
自
然
」

を
置
き
、「

無
」「
自
然
」
か
ら
順

展
開
し
て
「

」
が
生
じ

る
と
い
う
解
釋
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、『
疏
』
は
そ
れ
を

り

と
し
て
新
た
な
解
釋
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と

す
る
。「

」「
自
然
」「

無
」
を
「
妙
本
」
の
「
幻
體
」
の

「
體
」「
性
」「
功
用
」
に
對
す
る
個
別
の
名

に

ぎ
な
い
と
し
、

三

の
關
係
を
「

」
の
さ
ら
に

に
あ
る
窮
極

實
體
と
し
て

の
「
妙
本
」
の
も
と
に
整
合

に
規
定
し
よ
う
と
し
た
、
そ
れ
が

『
疏
』
の
解
釋
で
あ
っ
た
と
す
る
（
四
｜
一
）。

ま
た
、『
玄
宗

疏
』
に
於
け
る
「
沖
和
の
氣
」
の
「
沖
和
」

と
は
、『
河
上
公

』
や

玄
英
『
疏
』
の
よ
う
に
陰
陽
二
氣
の

分
裂
の
後
に
、
そ
れ
が
ほ
ど
よ
く
混
じ
り
合
い

和
し
た

態
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
未
分
で
あ
り
な
が
ら
か
つ
分

の

機
を

に
宿
し
た
始
原

態
を
表
現
し
、「
元
氣
」
に
相
當
す
る
。

こ
の

に
、『
玄
宗

疏
』
は
、「
妙
本
」

念
や
生

論
に
お
い

て
獨
自
の
解
釋
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

期
の

佛
論

に

見
ら
れ
た
、「

」
と
「
自
然
」「

無
」
等
の
本
質
規
定
の
混

に
對
す
る

な
回
答
を
提
示
し
て
、

代
の
『
老
子
』
解
釋

學
の
一
頂
點
を
築
い
た
と
さ
れ
る
（
四
｜
一
）。
玄
宗
期
を

敎

敎
理
の
「
完

時
期
」
と

が
見
做
す

以
で
あ
る
。

、
第
二
部
第
二

で
考
察
さ
れ
る

期

敎
の
救
濟
思
想
の

み
が
、「

氣
」
と
の
關
わ
り
が
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
論

出
時
期
が

も
早
く
、「

氣
」
關

論
稿
に
先
ん
じ
て

さ

れ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
が
、
救
濟
論
に
果
た
す
「

氣
」
の
役

に
つ
い
て
も

の

點
を
知
り
た
い

で
あ
る
。

本

の
も
う
一
つ
の

點
は
、

・
佛
の
思
想
交
流
を

敎
思

想
展
開
の
一
つ
の

動
力
と
見
做
す
點
で
あ
る
。
そ
れ
は
「

七
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氣
」
を

る
論

に
も
窺
え
た
。
第
二
部
第
一

で
論
じ
ら
れ
る

天
界

は
、
あ
く
ま
で
も
中
國
獨
自
の
天

念
が

承
さ
れ
て
い

る
と
し
つ
つ
も
、
佛
敎
敎
理
に
對
す
る

識
か
ら
、
系
統
を
異
に

す
る
天
界

の
整
理
と
統
合
が
圖
ら
れ
、
そ
れ
は

・
高
宗
期

に
一
應
の
完

を
見
せ
た
と
す
る
（
二
｜
一
）。

第
三
部
第
二

で
は
、『

敎
義
樞
』「
序
」
に
見
ら
れ
る
「
王

家
八
竝
」
の
實
體
を
解

し
、「
王
家
」
を
南

の
王
斌
と
特

定
し
、「
八
竝
」
を
「
論

の
法
」
と
推
測
し
た
上
で
、「
竝
」
と

は
、
佛
敎
三
論
學
派
に
見
ら
れ
る
「
相
手
の
命
題
が

立
す
る
と

定
し
た
う
え
で
、
そ
の

定
に
從
う
か
ぎ
り
相
手
の
命
題
が
否

定
さ
れ
る
よ
う
な
別
の
結
論
が
同
時
に

出
さ
れ
る
」

謬
論
法

に
相
當
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
竝
」
と
い
う
論
議
形
式
が
狹

く
三
論
學
派

で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
分

析
は
、

敎
敎
理
の
展
開
が
三
論
學
派
と
密
に
關

し
て
い
た
こ

と
を
示
し
、
同
時
に
、
敦
煌

書
Ｂ
Ｄ
〇
四
六
八
七
以
外
の

敎

に
「
竝
」
の
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
三
論
學
派
の

と
關

す
る
と
推
測
す
る
（
三
｜
二
）。

こ
う
し
た

佛
の
思
想
上
の
密
な
關
わ
り
の
痕
跡
を

證
す
る

こ
と
で
、
玄
宗
『
御

金
剛
般
若
經
』
の
性
格
を

の

味
で
よ

り
鮮

す
る
。
三
敎

で
の
佛
敎
の
地
位
を
安
定
さ
せ
よ
う
と

す
る
佛
敎
側
の

願
を
受
け
入
れ
て
短
期

で
完

さ
れ
た
『
御

金
剛
般
若
經
』
は
、
必
ず
し
も
玄
宗
自
身
の

發

求
に
も

と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
三
敎
政
策
上
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い

う
政
治

效
果
の
も
と
に

さ
れ
た
と
す
る
。『
御

金
剛
般

若
經
』
に
見
ら
れ
る
三
論
と
「
重
玄
」
の
論
理
の
影

は
、
基
本

に
は
『
老
子
』
御
疏
に
於
け
る
「
重
玄
」
の
論
理
の
援
用
の

長
線
上
に
あ
る
と
さ
れ
、
佛
典
の
解
釋
に
當
た
っ
て
も
三
論

な

論
理
を
基
盤
と
す
る
『
老
子
』
解
釋
が
有
用
な
枠
組
み
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
指
摘
し
、
こ
の
こ
と
は
、
玄
宗
が

當
時
の
『
老
子
』
解
釋
學
の

流
で
あ
っ
た
重
玄
を
旨
と
す
る
立

場
に
引
き
附
け
て
『
金
剛
般
若
經
』
を
解
釋
し
て
い
た
こ
と
を

味
し
、
そ
の
こ
と
が
『
御

金
剛
般
若
經
』
が
佛
敎
敎
學
の
立
場

か
ら
大
し
て

價
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る

（
四
｜
三
）。

第
三
部
第
四

で
は
、「

書
」
を
「
こ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る

構

素
を
反
映
し
、

纂

の
根
本

な
世
界

に
基
づ
い
て
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體
の
構

を
行
う
も
の
」
と
定
義
し
、
佛
敎

書
の

纂
に
は

經
藏
と
經
目
の
存
在
が
不
可
缺
で
あ
っ
た
こ
と
を
先
ず
指
摘
し
、

そ
の
上
で
、

敎

書
の

纂
に
當
た
っ
て
も
、
大
部
の

敎
經

典
を
收
藏
す
る
經
藏
の
存
在
と
目

の

纂
と
が

提
條
件
と
な

っ
て
い
た
は
ず
と
し
、
北

で
は

が
そ
の
役

を

い
、

玄
宗

で
は
、
長
安
に
お
い
て

經
が
集
め
ら
れ
て
經
藏
が
置
か

れ
、
そ
の
經
目
と

義
が

ま
れ
る
と
と
も
に
、『
妙
門
由

』

と
い
う

書
形
式
の

敎
敎
理
の
大

を
示
す
書
物
が

纂
さ
れ

た
點
を
指
摘
す
る
（
三
｜
四
）。

以
上
の
二
つ
の

點
の
他
に
も
、『

敎
義
樞
』
の
少
な
く
と

も
「
釋
」
の
部
分
は
『
玄
門
大
義
』
と
ほ
ぼ
同

容
で
、
孟
安
排

が
獨
自
に
補
っ
た
部
分
は
皆
無
で
あ
り
、『

敎
義
樞
』
に
見
ら

れ
る
「
舊
云
」「
今

」「
今
謂
」「
今

」「
今

」
な
ど
の
部
分

も
恐
ら
く
は
『
玄
門
大
義
』
に
本
來
備
わ
っ
て
い
た
記

で
あ
り
、

『

敎
義
樞
』
を

し
て
知
ら
れ
る

敎
敎
理
は
、
基
本

に
は

隋
末
に

ま
れ
た
『
玄
門
大
義
』
の
敎
理
で
あ
っ
て
、
孟
安
排
が

『

敎
義
樞
』
を

ん
だ
時
期
の
も
の
で
は
な
い
と
の
指
摘
も
重

で
あ
る
（
三
｜
一
）。

（
Ａ
５

、
四
四
〇
頁
、
二
〇
一
八
年
一

、

岩
波
書
店
、
一
萬
四
千
三
〇
〇
圓
）

1
）

以
下
、「
第
二
部
第
一

」
を
「
二
｜
一
」
と
略
記
す
る
。

七
九

『
六

隋

敎
思
想

究
』


